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研究主題

問題解決的な学習を通 して、「生活に生きる力」が育つ指導の工夫

1研 究主題 設定の理 由

技術 ・家庭科で は、生活 を工夫 した り創造 した りする能 力 と実践的な態度 を育てる ことが

目標 とな っている。 しか し、子 どもたちの実態 を見る と、世 の中の大きな変化 とともに時間

的な ゆと りをもてな くなっていた り、家庭生活 の電化や 家庭 の仕事の社会化が進んでいた り

して生活体験が乏 しくなってきている。そのため、生活 をよ りよくしよ うという意識 をもち

に くい現状である。子 どもたちの家庭生活が、参加型ではな く受 け身型にな っている ことは

否 めな い。そ こで、積 極的 に家庭 生活 にかかわ り、生活 の 自立 を図 ることがで きる生徒 を育

て、技術 ・家庭科の 目標 に迫 りたい。

そのためには、生徒が生活 に必要な基礎的な知識 と技術 を習得す ること、 問題解決的な学

習 を指導に取 り入れ、生活 の問題 に気付き、解決するための学習の過程 を学べ るよ うにす る

ことが必要で ある。そ して、学校での学習を家庭で生か し、家庭での経験等 を学校 での学習

に生かす など相互の関連 を図る ことによって 、「生活 に生きる力」が育っ と考 え、本研究主

題 を設定 した。

ll研 究 の 内容

1「 生活に生きる力」を育てるため に

本研究では、 「生活 に生 きる力」 を① 生活 の中の課題 を見 つ け解 決できる力、②生活 の基

盤 となる基礎的 ・基本 的な知 識や技術を習得 し自立す る ことがで きる力、③ よ りよい生活 を

営むために工夫 し創造す る ことができる力、④家庭やそれ を取 り巻 く環境 を大切にす ること

ができる力ととらえ研究 を進 める。

「生活 に生 きる力」を育て るため には、主体的 に生活 に取 り組む意欲 をもたせる ことが大

切である。 しか し、生徒 は意欲 をもって生活 に取 り組 んで も自分の知 らない新 しい問題 にぶ

つかる と意欲 を失って しま うこともある。そ こで、学習 した ことをそのまま生活の場で生か

せる題材 を取 り上げる とともに、段階を追 って、問題解決的な学習 を繰 り返 し、問題解決能

力 を育てることが必要で ある。 問題解決能 力が身に付 いて いれば、激 しく変化す る社会で生

活 してい く中、よ りよい生活 を築 くために自 ら課題 をもち、 自ら考 え判断 し解決 して くこと

ができると考え られ る。そ のため、問題解決的な学習 を組み入れた3年 間の全体指導計画を

考 える こととした。 問題解決的な学習で は、課題 を把握 し、設定す る段階が重要で ある。本

研究 では自分で課題が設定で きるよ うに、生徒の生活 に密着 した内容 を題材 として、1学 年

では取 り組みやす いものか らはじめ、学年が上がるにつれて意 識が高 まる学習 とな るよ う計

画 を立てた。学 習の中で課題の解決 を繰 り返す ことを通 して、家庭で も新たな課題 に目を向

けた り、解 決 していくことができる 「生活 に生きる力」が育 つよ う題材 を検 討 した。評価 に

ついて も研究 を行 い、生徒 を的確 に評価する ことで、 自信を もたせ、子 どもによ りよい助言

を与 えることによ り 「生活 に生きる力」 を育てて いくことを 目指 した。
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2研 究の構想

[技術 ・家庭科の 目標:
7 「

生活と技術と

∠

生活に必要な基礎的な知識と技術の習得を通 して、

のかかわ りについて理解を深め、進んで生活を工夫 し創造する能力

と実践的な態度を育てる。

1

〔家庭分野の目標 「F ∠

L

「

家庭の機能 につ
しようとする能力と

∠

実践的 ・体験的な学習活動を通 して、生活の自立に必要な衣食住
に関する基礎的な知識 と技術を習得するとともに、
いて理解を深め、課題をもって生活をよりよく

態度を育てる。

匿

目指す生徒像}
7「

1{生 徒の実態 】「
・興味のもてる活動や

実習,体 験に熱心に

取り組む。
・家庭や社会での生活

体験が乏しく、学習

したことを生活に生

か しにくい。

・自分の生活をよりよ

くしようという意欲

に欠けることがある。
∠

7 価腱 題、 「

∠

・実生活に役立つ基礎

的 ・基本的な知識や

技術を習得している。

・学んだことを自分の

生活に生かして、生

活を工夫し向上させ

ることができる。

・家庭生活とそれを取

り巻く環境を大切に

することができる。
L

、

問癬 決的な学習を通して

r生活に生きる力」が育つ指導の工夫

L

,一一(r生活 に 生 き る カjと は】
[「生活に生きる力」を育てる手立で、

・生活の 中の環境を見つけ解決できる力

・生活の基盤となる基礎的 ・基本的な知

識や技術 を習得 し,自立することができ

る力

・よりよい生活を営むため に工夫し創造

することができる力

・家庭やそれを取り巻く環境 を大切 にす

ることができる力

L

・生活 に密着し,生活にすぐに生かせる題材の

工夫

・問題解決的な学習を段階的に学べ る全体計

画の作成
●

・生活の 問題点に気付 かせる導入の工夫

・基礎的 ・基本 的な知識や技術を習得できる

指導法の工夫

・生徒が 主体 的に学習を進めることができる

環境の整備

・学習したことを認 め、意欲 をもたせる評価 の

工夫
J

7
研 究 実 践1

「 「

題材の工夫

L

3年 間を見

通した全体

計画の作

成

基礎的 ・基本的

な知識や技術を

習得できる指導

の工夫

問題解決的な学

習を取り入れた

指導の工夫

学習環境

の整備

評価の工夫

J
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3問 題解決 的な学習の段 階的な指導

【A生 活の 自立 と衣食住 】

食 生活 にかかわ る内容で 、問題解決的な学習 を段 階的 に取 り入れ、 「生活 に生 きる力」を

は ぐくんで いく3つ の事例 を取 り上 げた。

ステ ップ1で は、教師が提示す る問題点のある献 立例 を見て、 「栄養バ ランスの悪 さ」 に

多 くの生徒が容易 に気付 き、 「栄養バ ランスのよい献立 を作 る」 ことが共通の課題 となる。

学習は、パ ソコ ンソフ トにある多数の料理か ら適切な もの を選ぶ こと、食材 の追加や分量 を

簡単な操作で変更す ることで進む。課題、解 決方法 ともに一つのパ ソコンソフ トの操作 の中

で見 っけ、解決す ることができ、またそれ らは生徒 に共通 しているので、教師は支援 しやす

く、生徒同士でも相談 しやすい。

ステ ップuで は、加工食品を活用 した 「中学生 ランチ」を作 ることを課題 にする。そのた

めに、生徒 に日常の生活で加工食 品を購入 して いる実態 に 目を向させ、加工食品を選択する

ポイ ン トを書籍や消費生活セ ンター の印刷物 、イ ンター ネ ッ ト、加工食品の実物な どによ り

調べて いく。選 び方が分か った ら自分たちで実際 に材料 を購入 して 「中学生 ランチ」を作る。

ステ ップ 川は、3学 年最後 の題材である。 自分の生活や 自分 を取 り巻 く環境 の中か ら解 決

した い課題 を見つける。解決 のた め、各 自で調べた り、班で調べた りす る必要がある。調理

実習 も各々の経験や調べた ことを生か し、創意工夫をす る ことが大 切なので、それぞれ方 法

が違 う。課題、解 決方法 ともに、各 自で考 える。課題 をつかめなかった り、解決が困難 な生

徒 もいるだろうが、教師が適切な助言や資料な どを与 えた り、生徒 同士で助け合 った りして

いく中で、自分のや り方 に 自信 をもたせ 、問題解決能 力を高めてい く。

発表 の場 をどの事例 にお いて も設けた。自分が気付かなかった課題 について理解 させた り、

自分の新 たな課題 として とらえさせた りして、学習が深 まるよ うに した。

題

材
圏つ

か

む

解

決

す

る

生

か

す

ステ ップ1<事 例1>

r私 の献立カー ド作 り』

(5時 間)

立作 成で は、栄 バ ラ ン

スを考 えることに気付 く。

ステ ップIl<事 例2>

r食 材 を選ん でか しこく食

べよ う』(14時 間)

加工 品 を 自分た ちで選 び
「中学生 ランチ」 を作る。

ステ ップui<事 例3>

『が ん ば れ!foodfighter』

(6時 間)

自分 の 生活 を振 り返 り改

善 した いテー マを設定す る。

共通する1つ の課題 共通す る1つ の課題 課題 を自分で見つける

パ ソコ ンソフ トで 、栄 養バ

ラ ンス を診断 しなが ら、献

立 を作成す る。

用意 され た 共通 のパ

ソコ ンソ フ トで作 成

する。

加 工食 品の選 び方 を考 え 、

選 び方 を調べ 、選 び方 が分

か る。

書籍 や 消費 生活 セ ン

ター の印刷物 、 イ ン

ター ネ ッ トな どで、

調べる。

テ ーマ を解 決す る方法 を調
べ、調理実習の計画 を立て、

実習す る。

調べ方、実習方法 を自

分で考 え、実践す る。

作成 した献立や 、発 表 の中 材料 を 自分 たちで購 入 し、 調理実 習で実 践 した ことを

か ら選 んだ料理 の レシ ピを 「中学生 ランチ」 を作 る。 発表 し、学び合 う。

生 活 に 生 か す

献1宣 カ ー ドを使 って 、 調 理 調 実"の ㌧'の 入 や 日

す る。 常 の買 い物 に生か す 。

印刷 し、献立カー ドを

作成す る。

庭で実 践 し、 自分 の1養笙

活 に生かす。
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【B家 族 と家庭生活 】

題材 「幼児 を知 り 自分 を知 ろう」(20時 間扱 い)に おいて、つかむ→解決す る→生か

す段階 を取 り、問題解決的な学習 となるよ うに小題材 を設定 した。

ステ ップ1で は、生徒が 自分の成長を振 り返 る学習 と保育実習で幼児 と遊ぶ体験 を通 して

幼児 についての関心 を喚起す る。 さらに、保育実習の 『たっぷ り遊 ぼう』では、幼児 と遊ん

だ体験の中で生 じた疑問や もっ と知 りたい ことを生徒が課題 としてつかみ、イ ンターネ ッ ト

や資料な どの調べ学習 を行 い、課題 を解 決す る。 この学びはステ ップIIの 学習 に生かす。

ステ ップIIで は、 自分で対 象 とな る幼 児を設定 し、その幼児 にふさわ しいお もちゃやおや

つを作 ることを課題 とし、課題 の解決 を図る。製作 したお もちゃはステ ップuiの 『ふれ あい

タイム』で生かす。

ステ ップ111では、『ふれあいタイム』で親子 をゲス トテ ィーチ ャー に招 き、既習 の事項 の

中でさ らに深めたい ことや新 たに知 りたい ことを課題 として、親子 と触れ合 う体験 を行 う。

つ か む 解 決 す る 生 か す

小

題

材

名

ステ ツプ1 ステ ツプn ステ ツプlll

大 きく

な った

ね

『た っぷ り

遊 ぼう』

『○○ ちゃんの

好きな おもち

ゃだ よ』

rみんな大好 き、

おやつ作 り』

『ふれあい

タイム』

幼児 を知

り、 自分

を知 ろう

つ

か

竺

解

決

す

る

一

生

か

す

家

庭

や

家

族

の

か

自 か

分 わ

の り

成 を

長 考

を え

振

り

返

る

・保 育 実 習 で観

察 し、 生 じた

疑 問 や もっ と

知 りた い こ と

を課題 にする。

・発 達段 階 に応

じて 、 ど の よ

うな お も ち ゃ

が 適 し、好 ま

れ る の か考 え

課題 にす る。

・おや つ の重要

性 を理 解 し、

どの よ うな お

や つが 適 し、

好 まれ るの か

考 える。

・幼児 を知ろ う

とす る。

・幼児 とどうか

かわ っていけ

ばよいか考え

る。

家

庭

か 生

か 活

わ や

り 家

の 族

中 の

で 機

生 能

活 や

し 役

て 割

い を

る 知

こ り

と 、

を 人

知 と

る の

・イ ン ター ネ ッ

ト、 育 児 書 、

資 料 な どで調

べ 学 習 を し発

表す る。
・教師の支援 で

理解 を深める。

・対 象 とな る幼

児 に合 う遊 び

道 具 を考 え、

計 画 、製 作 を

通 して幼 児 の

運 動や 情 緒 の

発達を知 る。

・おや つ 作 りの

計画 、実 習 を

通 して 、 幼 児

の食 生活 の 重

要性 や 特 徴 を

知る。

・幼児 とのかか

わ り方 を工夫

す る。
・自分の課題 を

かかわ り合い

で解決する。

・お もち ゃ製 作

や お や つ作 り

な どの実 習 に

生 か そ う とす

る。

・身 近 な幼 児 に

関心を もって、

触 れ 合 お う と

する。

・製 作 したお も

ち ゃ を 「ふ れ

あ い タイ ム 」

で 幼児 と遊 ぶ

ことがで きる。

・幼 児 のお や つ

作 りを通 して、

さ らに幼 児 の

食 生活 に関心

を もつ。

・幼児のために

自分ができる

ことを知る。

・家族の態度や

思 いか ら、 自

分の成長 を振

り返 り、人 と

のかかわ りを

深める。

幼児 につ いて、新 しい課題 をもつ
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4問 題解決的な学習を段 階的 に学べる全体的な指導計画

「生活 に生 きる力」を育て るために、3学 年を通 して問題解決的な学習 を取 り入れた題

材を工夫 し、題材の時間数 を決めて適切な位置 に配置 し、全体計画 を作成 した。

特 に、食 生活 にかかわ る学習 を、1学 年の 当初に配置 したのは、技術 ・家庭科へ の興味

・関心 を喚起 させ、 さらに生活 に生か しやす いと考 えたか らである。

【事例i

【事 例3

x ＼

ミで遡
1学 期

＼

＼＼旦
4 S 6 7 9

・・ こ覗 1 2 3 4 5 6 718
1

9 10 tt 12 13 14 15 16

元 気 い っ ぱ い に 生 活 し よ う

題材名
1 元勧素,懸頒 銘の勿レづ 私 の献 立カー ド作 り 食 材 を 選 ん で

人5私 ど1献 好 醒 栄 栄 (簡 さ 鵡を鮎 こ{

は つ に の 日 立き 占 養 誠 実 単あ

学
1

な の 必 グ に をな を 士 理士 い習 な 生m

小題材名 ぜ 素 要 ル 食 たも た 献 さ'士 さ り1し 調 鮮1

食 な1べ ての にて 立 ん さん ど一 よ理 知食 知食

年
べ も プ る たでaる の んか

る の 量 ら?へ ら

り う を ろ品

うを

ろ品

うを

は

時間 10時 閤 14時 間

学習指鞭駒額 A(1)ア,イ,ウ A② ア,イ

題材名 自 分 ら し く ス テ キ に 着 よ う!

My衣 衣 衣 大
z コ し服 服 服 き

1て の A選3の く

小題材名 デ まケ ・びR な

学
ネ ィ す アBの っ

イ か ・ て

つ

た

ト?C? ね

、

年
時間 12時 間3時 間 1

轄 輝魏 の事項 A(3)ア,B(4)ア,イ BI1!
一 一

私は優秀な消費者 伝 統 料 理 に チ ャ'"が ん ば れ17-t'フ ァイ外

優 環 日 会 伝 問自 献自 調自
3 秀 境 を本 食 し統 紛 立分 理分

めな 消に 罰 たの た料 百⑦ をの しの

小題材名 ざ消 費や べ伝 て計 パ理 賦 つた よた

学
し費 者さ

て者 誕し

燈 よ画

う科 うを

1を

テ生

触

?話

〈め

ろの

うめ

に

を 生い 理 イか の う

年
時間

一

5.5時 間 6時 間 6時 間

,

学習纏 要罰事項 B(4)ア,イ A(5}ア,イ
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捌 れ 自 児
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適フ い を 知

ろポ タ ・ 知 り

うリ=イ 』 ろ

オ ム う

緒 能 身iや 好oiお み すと 、生

の ・体 だ きO・ や ん 『し、,活

発 言 ・1よ な ち つ な 幼て 習

達 語 運iお や

・動 … も ん

情 棲 ち の

作 大 児も.慣

り好 騰 ・

き や

15時 間4時 間
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省
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5評 価につ いて

生徒に意欲 をもたせ る評価 の工夫 を

検討 した。

(1)評 価 計画 の作成

題材の 目標 をはじめ に設定 し、この

目標が評価 の4つ の観点 に対応 できる

ようにした。そ の上で、題材の具体的

な評価規準 を設定 し、評価の観点、評

価方法を明 らか に した評価計画を作成

した。 さらに、評価計画 に沿って実際

の指導の際 の判定 の尺度 を明 らかにし

て実践授業 に取 り組 んだ。

○評価規準

指導計画の目標 に照 らし合わせ、学習内

容で何を評価するのか という規準 を明確 に

し、その具体例をまとめた。

○判定の尺度

授業の内容に対 し、どの程度理解できた

か判定する尺度を設定、ワークシー トの記

入状況や態度 を観察するなど、何によって

評価するのか方法をあげた。

(2)問 題解決 的な学習 の評価

問題解 決的な学習 は、個人やグルー

プによ り課題 が異な るため、学習 の過

程 を評価す る ことが難 しい。

そ こで、 自己評価や相互評価 を行 う。

さ らに、第1学 年 でフ ァイ リングを活

用 し、第2学 年でポー トフォリオを活

用 して継続 的な評価 を行 う。

ポ ー トフ ォ リオ

・簡単 なファイリンク'ではな く教師 の指導 と

生徒の学習 と評価 を結び付 ける。

・生徒一人一人の振 り返 りの目安 とす

徴 る。

・基準 をもって 内容の選択 をす る。

・生徒の変容 を把握できる。

活

用

法

・生徒 と個別 に話 し合 うことで、学習の

過程 を振 り返 らせ、努力す るめあてを

明確 にす る。

・問題解決 のための計画や反省 に活用

・学習の定 着を図るため、基準 に達成 し

て いるかを 自己評価 する。

・学習計画表 一学習の計画や 目標を記録

す る。

・行動観察記録 一観察の記録 ・レポー ト

・ヒン トカー ドーつ まずきへの支援

・学習記録 一問題解決 と学習 の記録

・相互評価 記録 一他への感想、励 まし

・自己評価 記録 一理解 の程度 を確 認

・資料 一学習 した資料、写真、記録な ど

磯趨懸ボ 蜘臨
讃、 帝一

誌

夢

「評 価 とポ ー トフ ォ リオ 」 抜 粋

,縛 藻 趨鍛鼻

陣タ強
ノ

き

肌七

㌔

:

燈
識

黙

婆

凝

・鯵

蟹

噸

纏 脇
鞭 ゴ

高浦勝義著

総,

轄

○自己評価(セ ル フチェック) ○ファイ リング評価 ○ポー トフォリオ評価

評価規準に対応させ 、生徒が授業を振 資料やワークシー トな 学習 した中から、自分の基準

り返 り、理解の度合を認めさらに意欲を ど全てをまとめてファイ で重要な ものを選択 し、問題解

もたせるために取 り入れた自己評価であ リングし、各々の評価や 決的な学習の振 り返 りの 目安 に

る。生徒が指導 目標 に到達 して いるか判 学習結果のまとめとして もな り、結果だけでな く生徒の

断でき、教師も授業の内容 を振 り返 り、 も評価することがで きる。 変容を把握することができる。

改善 していくことに役立っ。
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6指 導事例

生活にすぐに生かせる題材で生徒が主体的に学習する事例

元気いっぱいに生活 しよう一私の献立カー ド作 り一

(1)題 材設定の理由

中学生にとって食べ ることは楽 しみである。成長のために栄養が大切な ことも認識 してい

る。しか し、実際は、大人が用意 したものをそのまま食べ ることが多 く、偏食や欠食 も多 い。

食生活は健康や成長に深 くかかわることを正 しく理解 させ、栄養 を考 えた健康的な生活を営

む意欲 と力をもたせたい。

ここでは、 まず、栄養素のはた らきなど基礎的な ことを学習 し、それ を活用 しなが ら献立

作 りを行 い、基礎の定着 を図る。献立作 りはパソコンを活用 した。生徒は 自分の考えや好み を

簡単 に入力し献立 を作成する。さ らに作成 した献立は印刷 してファイ リングできるので、自分

で調理するな ど実際の生活に役立つ ものとなる。生徒が主体的に学習 し、実生活に生きる力が

育つと考え、本題材 を設定 した。

(2)題 材の 目標

① 栄養 と食事について関心をもち、自分の食生活 をよ りよくしようとす る。(関 心 ・意欲)

② 課題をもって献立を作成 し、食生活が豊かになる工夫をする。(工 夫創造)

③ 中学生の栄養 と食事 について、調べた り、まとめた りできる。(生 活技能)

④ 栄養や食事 につ いての基礎的な知識 と献立作成の方法を理解す る。(知 識 ・理解)

(3)生 活 に生きる力を育てる手だて

① 最初 に栄養 につ いての基礎的な知識を学習 し、それを献立作成 の際に使い、定着 を図る。

② 献立作成の導入では、生徒がよ く知っている食品 を扱 い、関心 をもたせる。

③ パソコンを使い、主体的に学習が進め られるよ うにす る。

④ 発表会や ワークシー トで、意欲をもたせ る評価 を与える。

⑤ 実際に調理 しやす いように、献立やその レシピを印刷 してファイ リングし、自分の献立

カー ドとす る。

(4)指 導計画(10時 間扱 い)

時 題材1小 題材名 学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点

1 人はなぜ

食べる

・食物や食事の役割を話 し合 う。
・自分の食生活を点検す る。

・生徒が問題点 に気付きやす

い ワー クシー トを用意する。

2 栄元

養気

のの

素素

5つ の素 ・5大 栄養素 と水について理解す る。 ・資料集な どを使用する。

私に必要な

ものは

・栄養所要量な どを活用 し、中学 生の

時期の栄養の特徴 を調べる。

・成長 曲線のグラフな どを用意

する。

2 グ食

ル品

1の

プ

どの

グループ

・6つ の食品群の特徴 を考え、食品成

分表などを用い食品を分類する。

・日常食べることが多い食品の

写真・絵な どで分類 させる。

1日 に食べ

る量

・食品群別摂取量の目安 を使 い、1日

に必要な食品の概量を理解する。

・概量が分か りやす いよ う食品

のサ ンプル を用意する。
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5

問

題

解

決

的

な

学

習

私

の

献

立

力

ー

ド

作

り

好きなもの

で献立をた

てたら

〈本時〉

課題を

つかむ

・好きなものだ けを組み合わせた献立

例か ら問題点を考える。
・好きなもので、献立をたててみる。
・食品群別摂取量の目安 と比較 し、 自

分の献立の問題点 を明らかにす る。
・献立をたてるときの課題を考える。

・パ ソコンソフ トを利用す る。
・課題 をつかみやす くするため

問題点の著 しい献立例をパソ

コン画面上に提示する。

・課題 は、栄養 に関する内容で

設定 させる。

献立をたて

るには

基礎基本

の学習

・献 立作成のよ りよい手順を考える。
・献立作成で、留意す ることを考える。

栄養、料理の組み合わせ、季節、

調理時間、費用な ど

・献立例の写真 を見せる
。

・栄養以外にも留意する ことを

押 さえるが、今回は栄養 を主

に考 えることを知 らせる。

栄養士さん

の献立

解決する

・栄養バ ランスのよい献立を考える。
・ソフ トで診断 しなが ら、料理や食品

の組み合わせ ・分量を調節する。
・自分の献立の長所 を生か し、特徴あ

る献立 を完成 させ る。

・家庭 で実践 したいものや調理

実習で作ってみたいものを取

り入れ るよう助言する。
・献立を印刷 させる。

栄養士さん

から調理師

さんへ

生かす

・各 自の献立 を発表する。
・発表の記録 を取る。
・自分の献立や発表か ら生活 に生かせ

る献立 を印刷 し献立カー ドを作 る。

・献立の特徴な どを言わせなが

ら、画面上で発表 させる。
・献立カー ドを使って、家庭で

実習す ることを課題 とす る。

(5)評 価計画(10時 問扱い)

関 工 生 知

時 題 材 名 評 価 規 準 心 夫 活 識 評価方法
間 (指導内容) 意 創 技 理

欲 造 能 解
1 人はなぜ食べ ①食事の役割 りについて関心をもっている。 U 観察
る ② 自分の食事、食習慣を見直す ことができる。 0 発言内容
(食事の役割 ③食事の役割や健康とのかかわりについて理解 0 ワークシート記 入
健康と食事) して い る。 状況

2 元気の素 ①栄養素や中学生の時期の栄養の特徴に関心を OO 観察
栄養の素 もち、自分の食生活 にあてはめ考 えている。 発言内容

②栄養所要量などを用い中学生の時期に必要な 0 ワークシート記 入

(栄養素の種 栄養を考え、食事の取 り方などを工夫す る。 状況

類と働きと ③栄養素の種類 と働きについて調べた り、まと 0
中学生の栄 めた りす ることができる。

養) ④五大栄養素や水の働きを理解している。栄養 ④
所要量について理解 し、中学生の時期の栄養

の特徴が分かる。

2 食品のグルー ①食品の栄養に関心をもって学んでいる。 Q 観察
プ分け ②食品の栄養的特質について食品成分表等を使 0 発言内容

い調べ ることができる。食品群別摂取量のめ ワークシ斗 記 入

(食品の栄養 やすなどを使 い、中学生 に必要な一 日の食品 状況

的特質、中 の概量等 を調べる ことができる。

学生に必要 ③食品の栄養的特質について理解 し、食品を6 0
な一 日の食 つの基礎食品群に分けることができる。食品

品〉 群別摂取量のめやすについて理解 している。

5 献立カー ド Q意 欲的 に献立作 りに取 り組んでいる。 0 観察
作 り ②特徴ある献立作りができる。作った献立を使 O 発言内容

い自分 の食生活を豊かにする。 発表内容
③中学生に必要な栄養量をみたすバランスのよ 0 ワークシート記 入

(中学生の い献立を作成できる。 状況

献立) ④献立作 りの手順を理解 している。献立作成ソ ④ ソフト操作状況
フ トの操作を理解 し、献立作 りができる。 献 立 カード
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(6)本 時の学習 「好きな もので献立をたてた ら」

① 目標

后 めんどくさがりやさん、 ・好きな物だ けでたてた献立の問題点が分か る。
の 献 立 」

朝食:チーズバーガL、フライ

・パソコンによる献立作成 に関心をもち
、意欲 的に取 り組む。

ドポテト ・献立 をたてるときは、栄養バ ランスを考える必要がある こと
昼食:カップラーメン

轟 耕//分 かる.
学 習 糖 動 指導上の留意点と支援 評 価 教材 ・教具

・「め ん ど く さ が りや さ ん の ・分量や内容を想像 しや ・献 立例 の

献立」の問題点を考える。 すいように献立例の容 実物容器
・パ ソコ ンの画面上で栄養所

器な どを見せ る。 ・パ ソ コ ン

要量との比較 グラフをみて、 ・栄養バ ランスか ら考え ・親機画面

問題点を確認する。 させ る。 送信
・「好 き嫌 いOK献 立」 の作 ・ソ フ トの 料理 一覧 よ り 1「 好 き嫌いOK献 ・親機画面

成過程を画面上で見なが ら、 料理を選び、献立 をた 立」は偏 りがある 送信
パ ソコ ンソフ トの操作方法 てなが らソフ トの操作 ことが分かった ・ ワークシート

を理解す る。 方法を説明する。 か 。

・食品群別摂取 量のめやす と

比較 し、問題点 を考 える。
・パ ソコ ンで献 立 をたて る。 ・好きな物 で、簡単 に決 2献 立 をたて ること ・操作方法

・献立表と食品群別摂取量の めるよう指示する。 ができたか。 説明図
めやすとの比較グラフを印 ・印刷方法を説明する。 ・親機画面

刷す る。 送信
・食 品群別 摂取量 のめやす と 3自 分の献立の栄養 ・ プ リンター

比較 し、 自分の献立 の問題 上の問題点を理解 ・ ワークシーF

点を考える。 で きたか 。
・献立 をたてる ときの課題 を ・次 時 は、 栄養 バ ラ ンス 4献 立をたてるとき ・ ワークシート

考 え る。 のよい献立をたてるこ の課題 をつかむ ご ・自己評 価

・自己評価表 を記入する。 とを予告す る。 とができたか。 表

了 ・立・た・… 。,。 物。繊 た。た、_η

r〒 好き嫌いOK献 立」

朝食:ト ースト、ハムエッグ、ポテトサラダ

1犠諾謹鑓轡簿 婦
曙
冒

昼食:チャーハン、校子

＼2食:ご 飯、しょうが焼き、みそ汁 ノ

2'「盤 窯蹟畿 鑓 嚇 「　 '

¶㎝ 蝋圃 伍鵡 靴靴 猛甑 臨 範G」. 騨 蹄 ・ん(舞 ・9ぐ・師'り

一 幽
,

3麟鰹 搬 饗艶麟 ～滞
締 縄

1潔騨議
羅 蠣轍 饗辮 ・,F■ 髄.,,・ ・.r■9.

臣 願 点`艮 薦 、 は む 凶 〆 ろ う

'し3魎`'`・ 輸 ・・'蝉 轍'ξ ・峨

LS・ 螺 峯
、 勘や舵 職す硫 誘 雪}語翫 鷲2・
レ輝 ザ 磯 搬 難 』ン

4 蟹rtsr'rる と 禽にけYAな 農 順が あ るだ ろ うか、

寵篭 ぞ 匝=Z14cダ3・ 蜘 か ・・ひ^δ,・i

,_鍵 騨 し
∠

寧これか ら墜
自分の今,栃 縫 誌 器BNIiTRiY&'#SニTNti.え たらいいたろうか・ ・

1-}`駆 うのaO.7fixツ ク

縢 灘灘盛 響
ご
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③ 判定の尺度(1～4は 前記②展開の表中の評価と対応)

評価の観点 十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する 評価方法

1

知識 ・理解 鷺額 轟 赫 奮 してい
偏 りがある ことが分か
る。

分 か らな い。 ワー ク シー ト

2
工夫創造 縄 響 弊 を献 ること÷菱 甥 讐暮 た

献 豆か た て られない
。

操作観祭
ワー クシー ト
自己評価表

3

関心 ・意欲

生活技能 縫壽難 ゴ攣 窄鰍畿劉
分 か らな い。 ワー ク シ ー ト

4

知識 ・理解 聾鵜 饗薯講 豪
る 。

緊 雛 蔀 とさの課
分 か ヒ)な い。 ワ ー ク シー ト

(7)考 察 ① パ ソコンの利用について

生徒 の半数はパ ソコンの操作が初めてだったが、パ ソコンの利用を楽 しみにしてお り、生

き生き と取 り組んだ。機器 の設置状況は、2人 に1台 であった。操作 に慣れ るまでは、相談

しなが ら進める ことは効果的だが、慣れ ると1人 に1台 パソコンがある方が望 ましい。好き

な料理を選んだ初 めての献立は、栄養バ ランスの悪 いものが多かった。 しか し、めやす との

比較が瞬時にグラフでできるので、栄養 の偏 りに簡単に気付いた。画面上で偏 りを実感 した

後は栄養バ ランスを考えた献立作 りに意欲的にな り、教科書や資料集を自 ら使い、食 品の栄

養や料理 について調べなが ら作成する姿が多 く見 られた。献立作成の前に学習 した内容の復

習 にもな り、定着を図ることができた。 自分が好 きな献立の調理方法 を印刷 して持ち帰った

ので、家庭で実際 に調理 した生徒が多 くいた。

【生徒の献立の変化の例】初 めの献立 できあが りの献立

朝:ご 飯,みそ汁滋茶 朝:ト ースト沼玉焼き7Vンチサラダ、チーズ、牛乳

昼:ロ ールサンド 、ミルクシェイク ⇒ 昼:チ ャーノ以 コーンスープ 、オレンヅ

タ:ツ ナご飯、コールスローサラダ 、わカエめスープ タ:ご 飯、さばのみそ煮、きんぴらごぼう,}ナんちん汁

本時 の 授 業 につ い て、判 定 の 尺度 に照 らしてみ る と、約80%の 生徒 が 「十 分満 足で き

る}状 態 で あ った 。献 立 作成 の導 入 の授 業 と して は 、 目標 が 達成 され た と考 え る。

聾

'

補

漸

織慈
紘鐸 鐘

轟

噸

職
駕
髪
陥

饗

躍も 蟻

騨熱 糠

灘
熱
◎

期
臨癖

枷
綴
.

飢

㍗

② 導入の工夫

生徒にな じみのある食品での献

立例での導入は、生徒 の興味 ・関

心を喚起できた。

③ ファイ リング

プ リン トアウ トした レシ ピな どの資料や ワー ク

ー トは、すべてファイ リングさせてお くビニール

製のフ ァイル は使 いやす く、調理の際は見やす く

水な どにも強いので、 とて も役立った。
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調べ学習と相互発表、実習で課題を解決する事例

食材を選んでか しこく食べよう

(1)題 材設定の理由

近年JAS法 の改正な ど食品表示の充実が図 られ、 よ り多 くの情報が消費者 に知 らされ

るよ うにな った。消費者 にとっては、 これ らの情報が食品購 入の際の判断材料 とな る。

一方、生徒の食品購入 の現状 を見 る と、食品を何気な く購入 した り、親 まかせ にな って

いた りす る傾向がある。そ こで、食品の表示等 に関心 をもち、用途 に応 じた食品を自ら選

択できる実践 力を身 に付 けさせたい。 このことが、 自立 した消費者 としての第 一歩 とな る

と考えるか らで ある。そのため には、生徒 自身がよ く購入する食 品を取 り上げ、生徒が食

品の表示に関心 をもち、様 々な表示を 自ら調べ、そ の意味 を読み とる活動 を通 して、食品

の選択 にかかわ る知識 と技術 を身 に付け、学んだ ことを調理実習や実際の生活 に生かせ る

ようにしたい と考 え、本題材 を設定 した。

(2)題 材の 目標

① 身近な食品の表示 に関心 を もち、表示内容の情 報収集 に意欲的に取 り組む。

(関心 ・意欲 ・態度)

② 生鮮食品の良否 を見分ける観点 を考 え、生鮮食品を見分 けることができる。(生活技能)

③ 加 工食 品の表 示な どの意味を読 み とり、加工食品 を選ぶ観点 を考え る。(知 識 ・理解)

④ 実際 に食品を選択す る調理を工夫 し、昼食 をつ くる。(工 夫創造、生活技能)

(3)生 活 に生 きるカを育てる手立て

① 生徒 自身がよ く購入する食品を取 りあげ、興味 ・関心 を喚起する とともに、実践 に生か

せ るよ うにす る。

② 買 い物調べ の実態調査か らあげ られた食品の表示等 につ いて、課題 を設定 し学習 してい

く中で、問題解決で きる力を付 けるよ うにす る。

③ 実際 に食 品を購入す る活 動を通 して、食品の選択 の知識 と技術 を身に付けるよ うにす る。

また、調理を取 り入れ調理の技術 も身に付 けるよ うにす る。

④ 班 ごとの発表 によ り、食 品選びの観 点の相互 理解 を行 う。 さらに、発表時 には相互評価

を行 い、学習意欲 を次へつ なげる。

(4)指 導計画 と評価計画(14時 間扱い)

題 材 関心 工夫 生活 知識

時間 名 学 習 内 容 評 価 規 準 意欲 創造 の 理解

態度 技能

4 さ ・肉や 野菜 の調理 上 の ①肉や野菜の調理上の性質を理 0
簡あ 性質を理解する。 解 している。
単 ・調理実習の手順を班 ②計画的に実習ができるよう手 0
な で考 え 、 ま とめ る。 順 を考えて いる。
調 ・調理実習 をする。 ③実習 を関心 をもって行 い、基 0 0
理 本的な調理 操作ができる。
を ④調理器具等を適切に取 り扱う ④
し こ とが で き る。

よ ⑤安全と衛生に気を付けること OO
う が で き る。
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S 食 ・生鮮食品の見分け方 ①生鮮食品を適切な観点から良 0 0
品 を知 る。 否を見分ける ことができる。
を ・食 品の購 入 につ いて ②表示内容の情報収集に意欲的 a
か 実態調査 を行 う。 に取 り組む。
し ・加工 食品 の種 類 ・用 ③加工食品の表示などの意味を 0
こ 途 を知 り、表 示や マーク 理解 している。
く の意 味 を調べ る。 ④加工食品を選ぶ観点を考え、 ④ ④
し選 ・班 ごとに調べ た こと 理解 している。
よ択 を発表 し、加 工食 品
う を選ぶときの観点を

考 え る 。

5 中食
学品

・栄養のバ ランス、加工食
品 の活 用 を条件 に 、

①餐養のバ ランス を考 え、加工
品を活用 した ランチ の献立

O O

生を 献立 を考える。 を作成する。
ラ上 ・班 ごとに材料 を選び、 ②食材を適切に選び購入するこ O
ン手 購入する。 とができる。
チに ・調理実習を行 う。 ③ 調理法、盛 りつ けを工夫 し、 0 0
を選 ・食品購 入 の理 由、購 調理ができる。
っび 入時の観点 について ④食材選択の観点が分か り、生 ④
く 考え食品の選択につ 活 に生かそ うとする。
る いてま とめる。

(5)本 時の学習

① 目 標 ・ いろいろな加工食品の表示 ・マー クの内容や、その分か らない箇所の意味

について理解する。

・ 食品を選ぶ時の観点 を考 え、それ を踏 まえて選 ぼうとす る。

② 展 開

学 習 活 動 指導上の留意点と支援 評 価 教 材

各班 ごとに 「加工食品の表示 ・マ ・前時の授業で行 った表示 ・マ ・発 表 者 は 、 発 表 用紙
一クを調べよう」を発表する。 一ク調べの発表 を行 うことを 分 か りや す (マーク等 の

・班員全員で、分担 をして発表 をす 伝 える。 く説 明 をす 図)

る。(誰 もが1回 は発表) ・発表の仕方、聴き方について る こ とが で ワークシート②

・発表 を聴 いて いる 人は
、 ワー クシ 説明をする。(発 表する人は、 きた か。

一 トに記入をしなが ら聴 く。主に 分か りやすく説明するよう心 ・聴 い て い る

食品を選ぶときのポイン トを理解 が ける こと。聴 いて いる人 は、 人 は 、 説 明

しなが ら書 き取っていく。 食品を選ぶ時の観点を押さえ を よ く聴 い
・発表後 、各 自で ワー ク シー トをま るよう助言する。) たか。

とめる。 ・ ワークシ ートに 加

工食品 を選

ぶ 時 の ポ イント

が書けたか。

今後食品を選ぶ時、実行 してみよ ・自分 で ま とめ た ワー ク シー ト ・ポ イントを付 せ ま とめ 用

うと考え ることを班で意見交換 し、 を活用するなど、発表で理解 ん に 書 いた 紙
まとめる。 →まとめ用紙 したことを踏まえて班で話 し か 。 付せん
・班内で各 自がまとめた食品を選ぶ 合 うよう助言する。 ・班 内 で 班 員

ときのポイ ン トについて意見 を交 ・ワー クシー トとま とめ 用紙 を と意 見を交

換 し合 う。 この とき、 付せ ん に 自 提 出させ る。 換 して い る

分の意見 を書き、班員に見せる0 か 。

・付せんの意見を見なが ら同 じよう ・食 品 を 選 ぶ

なものはまとめ、用紙に記入す る。 ポ イントを ま と

→提出 め る こ とが

(時間が あれば、班 ごとにまとめ で きたか。

用紙の発表を行 う。)

次回は、 「中学生ランチ」の献立 ・本時の学習を踏 まえ、班 ごと

作成をすることを知る。 に献立 を考え材料 も選ぶ こと

の説明 を行 う。
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(6)考 察

① 課題の設定

食 品の表示 に興 味 ・関心 をもて るよ う生活 に身近 な生徒が よく利用す るコンビニエ ン

スス トアーやスーパー マーケ ッ トで購入す る加工食品 を調べ ることか ら始めた。生徒 に

買い物 アンケー トを実 施 し、よ く選択購入 している食品 を調べ、 「清涼飲料水」 「お にぎ

り」「パ ン」「カ ップめん」「アイス クリーム」「おか し」 「あめ、ガム」 「プ リン、ゼ リー」

について調べ ることを課題 とした。

調 べ学習 に消極 的だ った生徒 も自分の生活 に即 していたので次第 に興味 をもって取 り

組んだ。

② 班での話 し合 い活動

各班で調べ発表 を した加工食品の表示 ・マー クをみて、食品 を選ぶ ポイ ン トについて

各 自で考えた意見が 出 しやす いよ うに付せんを利用 した。 このことによ り一 人一人の生

徒の意見が出され、班 の意見 まとめが 円滑 に進む とともに、 自分の意見が取 り上 げ られ

た ことによ り自信を もつようになった。

③ 授業後の変容

調べ学習 をす る前 と後 に、買い物実態調査 を行 い、学習 した成果 を知る手がか りとし

た。結果 は下表 のよ うになった。 これ によ り生徒の食品 を買 うときの基 準が表示やマー

クを読み取 って選ぶ ことへ と変化 した ことが分か る。 さ らに、調理実習の ときに自分た

ちで食 品選び を行 ったので実践 力につなが った と考 える。

自分で食品を買う とき、何 を基準 に して選びますか? 授業前 授業後
・見た 目がいいもの 83人 12人
・値段が安 いもの 129人 52人
・コマ ー シャル を見 て 選 ぶ 10人 10人
・なん とな く食べた いか ら 74人 24人
・食べてみてお い しか ったか ら 88人 45人

・栄養 を考 えて選ぶ 6人 37人
・材料名をみて選ぶ 3人 63人
・食品添加物を見て選ぶ 8人 90人
・消費期限

、賞味期限、品質保持期限を見て選ぶ 62人 106人

・そ の他(栄 養成分表) 0人 23人

騒 た 弼 餐勲 毒 ・
臥'撃

i欝膨 野 麟i無 燃 ・

蝶繕繋
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自分の食生活を見つめ、課題に気付き解決する事例

がんばれ!フ ー ドフ ァイタ ー

(1)題 材設定の理 由

食生活 は、各家庭 を中心 に営 まれてお り、その内容 は実 に多種多様である。その理由 と

して食品の豊富 さ、生活 様式の違 いな どが考 えられる。また社会では、健康 を考えた食 生

活 の重要性 にっ いて取 り上げ られ ることが多 くな ってきた。そ のよ うな現代、 じょうずに

食 品を選 び、健康的な充 実 した食生活 を営 むことのできる力が大切 といえよ う。

そ こで 日常 の食生活 を更 に向上させ るために、 自分の食 生活 を振 り返 り、問題意識を も

つ必要があると考えた。食品の選択や調理方法な どを工夫 し、食生活を改善す ることによ

って、一層豊かな食生活 を営む力が身 に付 くと考え、本題材 を設定 した。

(2)題 材の 目標

① 自分の食生活 に関心を もち、課題 を見つけることができる。(関 心 ・意欲)

② 今 までに学んだ知識や技術 を生かす ことがで きる。(生 活技能、知識理解)

③ 各 自のテーマ に合わせて食生活 を改善 した り一層豊 かにす るため に、調べ、工夫 し、テ

ー マに合った調理実習ができる。(工 夫創造、生活

(3)生活に生きる力を育てる手だて 馨妾舞:柔鶴 欝 妾濃翻 鷲

① 食生活 の問題点 に気付 くヒン トにな る献立 表示、塩分の摂取量、過食、加工食品への

例 と資料 を用意 し、 自分 の食生活 を振 り返 り 依存

やす くする。

② 食生活 を改善するために、各自が課題 を考え、解決 した ことが生か されるよ うに調理実

習 を計画 し、実践す る。

③ 調理実習 をす ることによ り、基礎的な技術 を身 に付 けた り、 うま く課題が解決で きたか

を振 り返った りして、生活 に生かせ るよ うにす る。

④ ワー クシー トに記入する ことによって学習 をすすめ、セル フチェックをする ことで 自己

の達成度合 いが確認できるよ うにす る。

(4)指 導計画 と評価計画(6時 間扱 い)

学習過程 つ か む 解 決 す る 生 か す
小題材各 目分の食生活の

問題点は何?
目分のための

献立を作ろう
計画に従 って
調理 してみよう

反省 ・ま とめ

学習活動 ・目分 の 食 生活 を振 り

返 る。
・改 善 した い点 を考 え

る。
・テーマ を設定 す る。

・テ ーマ に沿 って、工 天

を し、調 理実 習計画 を

立 てる。

・計画に従 って調埋実習を

する。
・調理実習 を振 り返 り、課
題が解決できたかを確認
する。

・調 埋 実 習 で

実 践 した こ
と を発 表 し
合 い、学び
合う。

指導内容 時
間

評 価 規 準
関
心
意
欲

工
夫
創
造

生
活
技
能

知
識
理
解

評価の方法

iが ん ば れ!

(謹 霧繍 陸
させ るた めの工
夫)

1

2

・目分の食生活に対 し関心、問題意識をもつ。
・グループで協力 して話 し合い、テーマを設定する
ことができる。'一一:「土決「をL

、テーマτこ否わぜだ調理翼習評画をF立z
る。

U

O

層σ

O

ZS で)'

U

b

観祭
ワークシー ト
発表用紙
調理一翼 習噛計一画
表 、 調 理 実 習
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2

1

=課 題解決忙慧欲的だ1反り「組1も匿う芝…燭する
・手順を考え、計画的に調理実習ができる。
・調べたことや工夫が生かされ、課題が解決できた
かを振 り返る。
∵実践結菓をまどξ～i;'他匿の薙 に溌装一でき「る;.'一'
・調理実習や他の生徒の発表を応用 し、家庭で実践
しようとする。

σ
○
○

0

O

O

0

ZS

実

工
敏
工
察
計
理

チ
観
習
調

　一
〇

〇

藤表
発表用紙
ワークシー ト

(5)本 時の学習

① 目 標 ・自分の食生活 を振 り返 り、問題意識 を もつ。

・よ りよい食生活 を営むために必要な ことを知 り、問題意識 を深める。

② 展 開
学習活動 指導上の留意点 と支授 。評価 教材 ・教具

・食 体活 を同 上 させ るた め ・食 品 をか しこく選ん で 、健康 を維 持す るフー ドフ ァ

に、自分の食生活 を振 り イターになることを提案する。
導 返 り、問題点に気付 く。 ・そのために各自課題を設定す ることを説明する。 食事記録用紙

・休 日の食事のメモを見ることによ り、問題点に気付
くことができるようにする。

入 51

11自 分の食生活 を振 り返 り、問題点を考える1
1こ とができたか。1

■

・献立の具体例をみて どう ・問題のある献立の具体例 を見せ、問題点を考えさせ 資 料(図 ・表

したらよい献立になるか ることにより.自 分の食生活 を見つめさせる。 ●

か意見を交換する。 ・食生活に関するいくつかの図、表、写真などを見せ、 写真など)
・食生活に関するいくつか 問題点に気付きやす くする。 ワー ク シー ト
の資料を見て、気付いた ll

点を発表し、メモをする。 12資 料を見て、食生活の問題点を考えることが1 ワーク シー ト

展 1で きたか。1
rr

・よ りよい食生活を営むた ・今 までの学習を振 り返ることで、食生活を向上させ
めに必要な ことをもとに るための課題を考えるよ う助言する。

開 し、自分の食生活の問題 11

点を再考する。 13自 分の食生活を向上させるための課題に気1
・ 付 く ことがで きたか 。 魯1● 発表用紙

マジツク
・各 自が食生活の課題を設 ・課題はワー クシー トに記入させ、同じ課題 の者同士
定 し、 グル ー プを作 る。 グループを作る。
・グルー プ ご とに、テ ー マ ・グループごとに意見交換 をしなが ら、献立作成のテ
を決め、具体的に工夫 し 一マ、どんな工夫をしたいかを考えるよう伝える。
たい点を話し合 う。 ・テーマを発表用紙に書かせる。
・テー マを互 いに確認 し0
,

・各班 のテー マが確認 でき るよ うに、黒板 に掲 示す る。 ワーク シー ト

つ 。 ●1 発表用紙
ま 14同 じような課題のグループごとに、テーマ1
と ・ を設定することができたか。 ・巳1
め

・次回はテーマに沿った、調理実習計画を立てること

を予告する。

本時の評価規準と判定の尺度

評価規準 十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する 評価方法
⊥ 目分の食生活を振 り返 目分 の食生 活 をよ 目分 の食 生活 を振 問題意識 をもと 観祭
り、問題点を考えること く理 解 し、問題 点 を り返 り問題点 を書 く うとす るが、問題 ワ ー ク シ
ができる。 書くことができる。 ことができる。 点 を上手に書 くこ 一 ト

関心 ・意 欲 ・態度 とができない。
知識 ・理解

L資 料を見て食生活の問 ワ ー ク シ ー トに7 考え よ うとす るが 考 えよ うとしな 観察
題点を考えることができ ～8個 記入 し、問題 ワ ー ク シ ー トの 記 入 い 。 ワ ー ク シ ー ト ワ ー ク シ
る 。 点 を発表 しよ う とす が3～6個 で きる。 の 記入 が0～2 一 ト

関心 ・意欲 ・態 度 る 。 個 。

、 自鍔聾轟 同上さ 課題 を考 え る こと 課 題 を うま く考 え 課題が分か らな 観察
せるための課題に気付く がで き、発 表で きるβ られな いが、助 言 に い 。 ワ ー ク シ

ことができる。 より課題を書ける。 一 ト

工夫創造
知識 ・理解

4グ ルーブでテーマを設 グル ー プの 中で積 テー マを決 め る こ テーマを決めよ 観察
定できる。 極 的 に意見 を言 い、 とが でき る。 うとするが、意見 ワ ー ク シ
関心 ・意欲 ・態度 テー マを決 め る こと が言えず、他の意 一 ト

工夫創造 が で きる。 見に同意する。 発表用紙
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(8)考 察

① 題材名 「がんばれ!フ ー ドフ ァイター」 と導入の工夫

フー ドフ ァイ ター とい う言葉 は 日本では大食 い

選 手権 のよ うな場 面で使われ てお り、本 来の意味

とは異なるが 、生徒にはな じみのある言葉で ある。

そ こで米国で使われ る 「foodfighter」 を提示す

る ことによ り、興味 ・関心 を もたせた。それ によ

り生徒それぞれが フー ドフ ァイターの視点で、食

生活 を振 り返る ことが できた。

② 課題設定 をしやす くす るための献立例、

資料の提示 とワークシー トの活 用

は じめ に、 自分 自身の食事記録 を見せ問題点 を

発見 できるようにした。次 にいろいろな角度か ら、

短時間で食 生活の問題点 を考 えやす くするために、

献 立例や食生活 に関す る資料 をパ ワーポイ ン トを

活用 して提示 した。

また、実 際の食 品のパ ッケージ も提示する こと

によ り、興 味 をもたせ た。 さ らに、 ワー クシー ト

は、他 の生徒 の意見 も聞きなが らまとめ、各 自が

自分 の生活 に照 らし合わせて学習 を進め られ るよ

うに工夫 した。

そ の結果、各 自が課題 設定 を短時間です ること

ができ、 グルー プ ごとのテー マ設定 も円滑 であ っ

た。評価 につ いて は、生徒 自身が どこまで理解 し

考 える ことがで きたか をワー クシー トのセル フチ

ェ ックの欄 に記入 す るよ うに した。 また、教師が

座 席表 を用意 し、観察 による評価 が記入で きる工

夫 をした ことで、一 人一人の生徒の到達度 を見 る

ことができた。

③ 調理計画を立て、実習す ることによ り

実生活 に生かす

生徒は 自分の食生活 の問題点 を見つけ、課題 を

設定す ることができた。そ の後計画を立て、調理

実 習を行 った。食品選 び、材料の購入、材料や道

具の扱 い、調理の仕方に工夫を凝 らす な ど、既習

食 品を選び、賢 く食べ て生活習慣

病 にか か らな い健康 な食 生活 を して

いる人を指す。 フー ドフ ァイ トは米

国の食育 に使 われ るキー ワー ドの1

つで る。

「今こそ食育を!元 気を作る選食 ・食戦」

砂田登志子著による

・「1日3食 」

・「ザ ☆ ベ ジ タ リア ン」

・「バ ラ ンス考 」

・「容 器 も食 べ る」

・rGoodな バ ラ ンスbeautifulなbody

にな ろ う」

・「自分 の 力 で お い しい ご飯 を作 ろ

っ(加 工 食 品 を使 わ な い)」 な ど

"ん 悟 れJfoodfighter雌 鱈餉 急8曽よう

1自 分の食生面 の口層歳は 何だろ う.`餓 血の配犀G,母 にしようb

闘■歳 栄 養
o,・・ラ,翼伊 趣い。`暢1・嚇)

オ ぼのの｠IIの ロロムセ　ごロしてうようの

鹸m諏熊繋 ㌶ 噺 賦窪3澱綴 耀1こ細

資制聖見て弧儒い塵属口貞Oメ モ しよ,.

隅鴨3樗 鷺 し象.

も電ム9焔 ・セ瞳 ・・ぎうr.すろ・

員縄弓塩 分 飲簿 し1.

κ 鶉 スゐ『題u.

4● 分の負坐鮭聖内上さ管るたゆの縄願聖膚いてみよう.

朋 馳 規'門 以n良 ・咳 馳 ヒを カロエ食 品セ、5#

`
5同 じよ,な 鳳咀⑦e闘 士 ケループEbり.爾 魍ew険 しよう.

3-a

齢0勘 でないい、も備t作3叉

Cti4エ ゑサしにいや

加エ食品セ全く硬 わない{噸 ⇔.

藝
}一一醐馴一剛一 賦
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事項 を生か した り新た に調べた りしなが ら調理がで きた。 この ことによ り、知識 ・理解 と

技術 を習得 し、実生活 にす ぐに生かせるようにした。 また、調理実習 の結果 を発表 し合 う

ことは、学び合 いや 「問題 が解決できた」 という自信 につなが りeそ の後 の実生活 に主体

的に取 り組め ると考え る。
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段階的な学習により問題解決能力を高める事例

幼児を知 り 自分を知ろう

(1)題 材設定の理 由

同世代 とのつきあいが 中心で、幼児 と接す る機会の少ない中学生に とって 、幼児 にかか

わ る学習は教科書等で はなかなかイ メージをつかむ ことがで きない。また 、子 どもが育つ

環境 としての家庭や家族 について考える場合、生徒が 自分 の生 い立ちを振 り返 ることも考

えられるが、様 々な家庭環 境や 生活背景があ り十分な配慮が必要 となる。そ こで、直接幼

児 とかかわ る保育実習や幼児 との触 れ合いを体験する ことで、幼児 の心身の発達や 生活 、

遊びな どの実態 につ いて、 自ら課題を設定 できるよ うにす る。調べ学習や発表、実習など

を段階的に行 い、課題 を解 決 して いく中で、よ り幼児 に興味や関心 を高め、 自然なかかわ

り方 を身に付 けて いくことができると考 える。 さらに、幼児の成長や発達な どについて学

んでい く中で命 を温か く見守 り、人は、人 とのつなが りの中で生きて いることに気付 かせ

てい くことが大切で あると考 え、本題材 を設定 した。

(2)題 材の 目標

① 自分 の成長 を振 り返 り、家族 とのかかわ りにつ いて関心 をもつ。(関 心 ・意欲 ・態度)

② 保育実習やふれあい実習で幼児 と積極的 にかかわる ことができる。

(意欲 ・関心 ・態度、生活技能)

③ イ ンターネ ッ トや 資料 を活用 した り、実習 を した りして、課題 を解決する ことが できる。

(工夫創造、生活技能)

④ 幼児 にとってのお もちゃやおやつの重要性 を理解 し、工夫 しなが ら製作や実習ができる。

(知識 ・理解 、工夫創造、生活技能)

⑤ 学習 した ことをポー トフォリオにまとめ、幼児 を知 り、 自分 を知る手だて とす ることが

で きる。(工 夫創造、生活技能)

(3)生 活 に生 きる力を育てる手だて

① 保育実習や幼児 とのふれあい実習、ゲス トテ ィーチ ャー を招 いての課題解決な ど、実践

的 ・体験 的な活動 を行 い、生活 に密着 し生活 に生かせ るようにする。 また、幼児にかかわ

る学習を通 して、子 どもが育つ環境 としての家庭や家族 につ いて考 え られ るよ うにする。

② 保育実習 を通 して課題 を設定 し、調べ学習、製作や調理実習によ り課題 を解 決 し、さ ら

にふれあい実習で よ り充 実させ る。 このような問題解決的な学習を繰 り返 し、問題解決能

力が身に付 くようにする。

③ おもちゃ製作やおや つ実習 を取 り入れ、基礎 的 ・基本的な知識や技術 を習得 させ る。

④ 問題解 決的な学習 をポー トフォリオにまとめ、学習 した ことを振 り返 りなが ら、 さ らに

意欲 を喚起できる評価 の工夫 をす る。
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(4)指 導計画 と評価計画(20時 間扱 い)

題 課題解決

時 材 小題材名 つ 解 生 指 導 内 容

間 名 か 決 か

む す

1 大 き くなったね 幼 い頃 を振 り返 ってエ ピソー ドな どを発表 し、 自分の成長

を知 り、家族や家庭 生活 とのかかわ りを考 えさせ る。

2 保育実習 保育実習の目的を明確にし、実習の心構えや観察のポイン

たっぷ り遊 ぼう トを説明す るな どの事前指導を行 う。

3 調 幼児の生活の実態を把握し、気付いたことや疑問点を課題

4 0 として と らえ させる。

5 課 題 を見 つ け、 0 実 習 を振 り返 り(ビ デオ鑑賞)、 課 題 をつか ませ る。 イ ン

～ 幼児を知ろう ターネ ッ トや資料 な どで調べ学 習を し、幼児の発達や 生活

7 について発表の準備 をさせ る。

8 身体 、運動 0 幼児 の身体、運動機能 、言語 、情緒 の発達 につい

9 機 能 、言 語 、 調 内 て発表 を通 して学習させ る。

情緒の発達 べ 容

10 幼 ○○ちやん 課題 0 た の 実習を振り返り、発達段階に応じた遊びや遊び道

～ 児 の好きなお ② 0 0 課 不 具 につ いて課題 をもたせ 、工夫 して遊び道具 を作

12 の もちゃだよ 題 足 らせる。(簡 単な遊び道具の製作実習)

13 発 みんな大好 課題 0 を 部 幼児 にふ さわ しいおやつ は何 かを課 題 と して、考

14 達 きおやつ作 0 0 0 発 分 え作る。おやつの重要性 を知 る。

と り 表 は (簡単なおやつの調理実習)

15 生 とっても着 O さ 支 子 どもの服 を示 し機能 をつか ませ 、幼児 の身体 的

活 やすい幼児 せ 援 特徴 を確 認させ る。

服 る 。 す

16 生活習慣 0 る 。 幼 児の生活習慣(食 事 、睡眠、排泄 、着脱 衣 、

清潔)に ついて学習させ る。

17 ポ ー トフ ォ リオ 課題 ポー トフォ リオの整理 を しなが ら、学習 を振 り返 る。ふれ

で振 り返 ろう ④ あい実習での質問やかかわ り方 を考え させ る。

18 ふれあいタイム ①②子 どもに関す る質 問や触れ合いを通 して、課題解決 を図 り、

(本時) ④ ④ ③④かか わ り方 を工夫す る。家族 とのか かわ りか ら周 りに支 え

られている 自分 に気付かせる。

19 幼 児 を知 り、 自 ポー トフォリオの整理 を しなが ら、 これ までの学習 を振 り

分を知ろう 返 らせる とともに、発表の準備 をさせる。

20 Q 繰り返し問題解決的な学習を行ってきた、その成果を発表

させる。幼児 に対 して新 たな課題を もたせ る。
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関 工 生 知

評 価 規 準 心 夫 活 識 評価方法

意 創 技 理

欲 造 能 解

① 幼 い頃の思 い出やエピソードな ど発表 しようとす る。 0 発 表 、 ワーク

② 成長 を振 り返 り、家族のかかわ りについて考えよ うとす る。 C シート

① 保育実習の 目的 をつかみ、実習のための心構えが分かる。 C 観察

② 幼児観察 のポイ ン トをつかみ、意欲 をもつ。 0

① 幼児 と積極的 にかかわ り、幼児の生活の実態 を把握 できる。 0 C 観 察 、 ワー

② 気付 いた こと、疑問点を課題 として とらえようとしている。 0 クシート

① 観 察 をワークシートに ま とめ る こ とが で き る。 0 C ワークシート、

② 課題 を設定 し、解決するために工夫 し調べることができる。 0 観察

③ 発表 しやす いよ うにまとめる ことができる 0 0

① 班で工夫 して ま とめ、発表できる。 0 0 観察、発

②幼児の心身の発達や特徴を理解している。 C 表

③幼児の遊びや運動機能の発達について理解している。 C

① 班で工夫 して ま とめ、発表できる。 C C 実習態度

②幼児の心身の発達に関連した遊びを知る。 C 、 作 品 、

③対象児に合わせて安全で簡単なおもちゃ製作ができる。 C C C C ワークシート

① 班で工夫 して ま とめ、発表できる。 C 0 実習態度

②食生活の特徴やおやつの重要性を理解できる。 C 、 作 品 、

③ 幼児のためのおやつ作 りができる。 C C ac ワークシート

①班で工夫 してま とめ、発表できる。 C 0 観 察 、 ワー

②幼児 に適 した服 の特徴 を知る ことができる。 C クシート

①班で工夫 してまとめ、発表できる。 C 0 観 察 、 ワー

②幼児の基本的な生活の流れを知る。 C クシート

① 今 まで のワークシートをポ ー トフォ リオ に ま とめ る ことが で き る。 0 C ボ ーFフォリオ

② ふれあい実習 の質 問をまとめることができる。 0 C ワークシート

① 質問 した り、触れ合った りして、課題を解決でき る。 0 0 0 実習態度

②子どもの生活の様子などを知る。 C 、 観 察 、

③ 子 どもとかかわ る ことで、 自分 を振 り返 ろ うとす る。 0 0 発表

① 問題解決 の整理 をす ることができる。 C 0 ホo一 トフォリオ

② 発表の準備 をスムーズに行 うことができる C C 0 C ワークシート ・

① ポー トフォ リオを活用 して発表ができる。 0 発表態度

③ 他の課題 に気付 くことができ、新 しい課題 をもとうとして いる C 、観 察
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(5)本 時 の学 習(18/20時 間)

① 目 標 ・自分 の課 題 を質 問 や触 れ 合 い に よ り、 解 決 で き る。
・子 どもや 親 とか か わ る こ とを通 して 、 自分 の育 ち を振 り返 ろ う とす る。

② 展 開

時間 学 習 活 動 指導上の留意点 と支援 評価規準 資 料

導 5 ・ 「ふ れ あ い タイ ム 」 の 目標 ・ゲ ス トの 先生 方 に質 問 し
ワークシ

や流れを確認す る。 触れ合いなが ら課題 を解 一 ト

入 ・自分 の課 題 を確 認 す る。 決 す る こと を説 明す る 。 音楽
◎親子 と保育士 さん登場 ・課 題 の確 認 を させ る 。

・ゲ ス トの 自己 紹 介 を聞 く。 ・気 付 いた こ と もメ モす る ワークシ

・子 どもの生活や子育ての様 よ うに指 示 す る。 一 ト

子 を 聞 き ワー ク シー トトに記 ・親 子 のか か わ りを よ く観

展 入 す る。 察 す る よ う に注意 す る。

【質 問 コ ー ナ ー 】 ・あ らか じめ 質 問 を ワー ク 1自 分の課題に ワークシ

・親や保育士 さん に子 どもに シー トに書 か せ てお く。 ついて積極的 一ト

つ い て分 か らな い こ とを質 ・疑 問が 生 じた ら、 また 質 に質 問す る 。

10 問す る。 問す るよ う に促 す 。

開 【ふれ あ い コー ナ ー 】 ・3グ ル ー プを 時 間 内 に ロ 2工 夫 して幼児 ビデオ,

・子 ども に接 し特 徴 を知 る。 一 テ ー シ ョ ン さ せ る
。 に触れ合 うこ 音楽

・保 育 士 さん に(ビ デ オ を見 ・お もちゃ や 服 、お や つ な とができたか おもちゃ
8 なが ら)実 習での疑 問をな ど観察 しやすいように説 3実 習 ビデオを 絵本
X げか け、 説 明 を 聞 く。 明 して も ら う。 見 て説明を理
3 ◎親子 ・保育士さん退場 ・ビデ オ の 操作 に注 意 す る

。 解 で きた か。

・ワ ー ク シ ー トを 整 理 す る
。
・ワー ク シー トに記 入 させ 4課 題 を解 決 し ワークシ

ま ・自分 を振 り返 り、幼 児 期 を 自分 を振 り返 ることがで 自分 を振 り返 一ト

思 い 出 してみ る 。 きた か 考 え させ る。 る こ とが で き セルフチ

と ・疑 問 に思 って い た ことが 解 ・感 想 や 成果 を発 表 させ る
。 た か 。 ック

決で きたか発表す る。 ・次 回 の 予告(学 習 整 理 と

め 10 ・自己 評価 を記 入 す る。 ポー トフ ォ リオの ま とめ)

③ 判定の尺度

諦の蹴 十分満足で きる ほぼ満足できる 努 力を要する 諦方法

1 恥 ・鰍 ・離 積極的 に質問 し解 決を 課題 を解 決 しよう 課題 を解 決す る 観察
図 ろ う と して い る。 と して い る 。 ことが で き な い。 ワークシF

恥 ・鰍 ・甑 工夫 して 自分か ら子 ど 子 どもと触れ合 う 子 どもと触れ合 観察
2 工夫創造 もに触れ合 い楽 しむ こと ことが で き る。 うことができず見

生活技能 がで きる 。 て いる こ とが多 い

3 恥 ・鰍 ・醸度 ビデ オ に興 味 を も ち、 ビデ オ を見 て 、 説 ビデオを見て も 観察
知識 ・理解 説 明 を 理解 して い る。 明 を聞 くことができ 説明が理解で きな ワークシート

る 。 い

恥 ・鰍 ・難 積極 的に課題解決 を図 課題 をほぼ解 決 課題 を解決でき ワークシート

4 生活技能 り自分 を振 り返 る こ とが し、 自分 を振 り返 ろ ず 自分 を振 り返る 観察
で き る 。 う とす る 。 こ とが で きな い。
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(6)考 察

① ふれあい実習 と段階 的な学習

幼児 とのかかわ りの少ない中学生 に、幼児への関心 を喚起する ことができた。言葉で説

明をするよ りまず体験す る ことで、主体 的に学習に取 り組む ことがで きると考 え、保育実

習 とふれあい実習を計画 し、実践 した ことは効果 があった。1回 目は保育実習で、実際 に

保育園で幼児 と遊び、友達や先生 とのかかわ り合いを観察 し、そ こでい くつかの間題 をっ

かみ、幼児へ の関心 をもつきっかけ になった。2回 目は、『ふれあいタイム』で親子 をゲ

ス トテ ィーチャー に招 き、家族 の基盤 となる親子のかかわ りを見た り、幼児 とのかかわ り

方 を工夫 をした りして、今まで段階的 に進 めて きた問題解決的学習を結ぶ場 とし、

幼児への関心→幼児 を知る→ 自分の成長を振 り返る→ 自分 を知 る

とい う学習の流れ となった。

② ふれ あい実習 とゲス トテ ィチ ャー

生徒がゲス トにな って くれる人を自 ら探 し交渉す

る ことを試みた。主体的 に学ぶ ことの意識付けで あ

る。 「○○先生の大きなお腹 どうな ったかな」 とい

う興 味か ら育児休業 中の先生 をゲス トに招き、乳

児 を実際 に抱 く体験 を得て、 「わ一、小 さくて恐 い」

と感 じた り、 「じょうず に抱っ こで きたね」など、

ほめ られた り、また、親 の子 どもに向ける優 しい

まなざ しや、 「児童虐待 について どう思 いますか」

と質問 したことに 「子 どもを育てる前 は、どうしてそんな ことができるの と思 って いたが、

子 どもを育て ると全否定で きな くなる 自分がある」 と答え られた りして、親の子 どもへの

思 いを感 じ取 っていた。 この ことが 自分 も大切に育て られて きた ことへ の気付きとな り、

素直 に自分 の成長 を振 り返 る ことができた。 中学校技術 ・家庭科では、幼児 を通 して子 ど

もが育つ環境 と しての家庭や家族の人間関係 を考える。 この学習では、乳児 も含 まれたが

生徒が 自ら探 してきた ことと基礎 ・基本の学習 をし

た後なので採用 した。

③ ポー トフォ リオの製作

生徒 は、 ワー クシー トや資料 を、 自分の基準 によ

り価値のあるものだけ をま とめ、課題 を常に意識 し

なが ら集積を重ねてきた。創意工夫で きる紙面 にす

るために、ポー トフォリオは、屏風のよ うに何枚 も

つなげてい くことができるよ うに し、全ての学びが

一 目で分か り、さ らに展示を しやす くした。

しか し、完成 したポー トフォ リオ を見る と、ファ

イ リングに近 く、価値のある ものを自分で選択す る

力がまだ育っていいない ことが分か った。さ らに、

積 み重ねて選 択眼 を身に付けさせた い。

唖die.・ 毎 鋳 もぎ'2う繋い。しul事ど之 ・・争・¥り断 があ

ヨ》ビ」い ・製し・。樽 橘 醍 曜f・磁 い'。

2故 廻 … ハ1・iご^ラ占腐 ・!偏 減 三.イ虞5富加 ぐ'錠《な`。
逢`鶴 と女蜜13してし辱べれ3,

撫 巳M・ ヒrtr'7一 があ》,『 姉 ερe差 ゆ"鋸 泊 髄

「戚 ∫桑ρべて「「i;。自分を貝r徽 しが'テ。'竺稲 ⑦置"ゆ噌【二、遭

'ヒ 訟てd9

へよく厘解で諮(夢 し瑠鱒で騰G戯 瑚 顕撃でε囎

⑲ α旧で雛 臥少し1闘に醜c・ あ識順駅8な 加 皇

へうまく工叉で8離(璽蜘 ■夷で猷1(λ あまリ工夫でauかつ趣

④ 鯨 で賦 も聰Q少 しもzac・ ～腰 蝿てな力磁

⑤ 肋 蘭 塵い
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lll研 究のまとめ と今後 の課題

研 究主題P問 題解決的 な学習 を通 して、 「生活 に生きる力」 が育つ指導 の工夫』 を進 める

に当たって、まず新学習指導要領 の内容 を踏 まえ3年 間を見通 した全体 の指導計画 を立てた。

その際、生徒 に選択 して履修 させる項 目は、A(5)「 食生活 の課題 と調理の応用」 とB(5)

「幼児の生活 と幼児 との触 れ合 い」 とした。指導 については段 階を追って問題解決的な学習

を進めることに重点 を置 き、食 生活 にかかわ る3事 例、幼児 との触れ合いにかかわる1事 例

について授業実践 を通 して研究 した。

1研 究のまとめ

問題解決的な学習で題材構成 を工夫 し、 これ らの題材 を3年 間 を見通 した全体指導 計画の

中に設定 し、段階的 に学べ るように し、「生活 に生 きる力」 を育て る工夫を してみた。

問題解決 的な学習では まず意欲 をもたせる ことが重要であ る。生徒の生活実態 に即 した題

材 を工夫 し、食 品サ ンプル の利用やコ ンピュータの活用 、数回にわた る幼児 との触れ合 い等 、

実践的 ・活動的な学習 を取 り入れた ので生徒 の意欲 を喚起 する ことができた。

また、問題解 決的な学習では課題 の設定 、生徒が 自分で課題 を設定できる力を付 ける こと

が大切である。そ こで 、課題 の設定 を第1段 階では 「自分 たちの生活に生かせ る献立作 り」

次 に加工食品を活用 した 「中学生 ランチ」作 りと全員共通 の課題か ら始 ま り、最後 には、 自

分の食生活の問題点 を振 り返 り、 自分の生活の 中か ら課題 を設定するな ど、段階的 に課題 を

設定 してい く学習 を行 った ので、生徒は生活の 中の課題 を見つ けることがで きるよ うにな っ

た。課題の解決 に当た って は、書籍や消費生活セ ンターの印刷物な どの資料、実物 、イ ンタ

ー ネ ッ トを活用 しての調べ学習や人 との触れ合いを行 った
。さ らに、実習 を組み込 んだので、

知識 ・技術 も身 に付いた。生徒は、 とりわけ最後 の段階で、既習の知識や技術 を上手 に活用

して積極 的に課題を解 決 していった。 このよ うに して学び方 と知識や技術が身に付 いた こと

によ り生徒 は、 さらに家庭 での実践 に意欲 を見せ るようにな り、生活 に直接 生か した り、環

境 を大 切にす るな ど広 く問題 を追求す ることのきっかけ となるなど、 よ りよい生活 を目指 し

工夫 していった。幼児 との触れ合 いの学習で は、は じめに 自分 の成長 を振 り返 り、保育実習

で幼 児の生活を体験す る ことによ り、幼児への関心を喚起 しなが ら、基礎的な学習を課題 を

もって進め られ るように した。 まとめの段階では、幼児 とかかわ る家族 の視点でふれ あいタ

イムを体験 し、課題 を解決す るとともに子 どもが育つ環境 と しての家族や家庭 について考え

るなど、 自分 の生活 に照 らして考える ことができた。

問題解決的な学習の評価 は、食に関にする学習で はファイ リングを、幼児 との触れ合い学

習ではポー トフォリオを活用 した。 この ことによ り、生徒 にとって 自分の学び の過程が明確

にな り、できるよ うになった 自分 に自信をもった。 この 自信 が意欲 につなが り、よ りよい生

活 を営 もうとする力にな るな ど 「生活 に生きる力」 になった。

2今 後の課題

評価計画を作成 し実践 した授業では記録 を取るな ど評価 を行 ってきたが、指導 と評価が

一体化するには至 っていない
。 さらに評価 の研究 を深め る必要がある。 また、ポー トフォ

リオ について も研究 を深 めてい く。
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